















































































































研究活動としては、宮城学院に来て 7 年目に、1 年間国
内研修として、女子栄養大学の足立先生（食生態学研究室）
のもとで、食生態学やその研究方法について勉強する機会
をいただきました。食生態学は人間の食べる営みを、環境
や食行動などから明らかにするもので、従来からの栄養学
（栄養生理学）をもとに、栄養教育や栄養施策などを進め
て行く上で、まだまだ分かっていない“空き地”なのです。
一方、私は自分の研究を考える時に、大切にしている言
葉があります。元女子栄養大学学長故香川綾先生の「実践
なき研究は空しい。研究なき実践は発展しない。」です。
ですから、食生態学が栄養学の実践に寄与する学問分野で
あるとすると、つねに実践（現実の事象）をもとに研究を
進めることが重要だと思ってきました。また、上田先生か
ら教えを受ける中で、実際にやってみて確かめることを叩
き込まれたかもしれません。
2008年に大学院健康栄養学専攻ができました。その時
に、食教育・健康教育の分野では、教育目標を、研究者育
成というよりも、実践を論理的に分析できる実践者育成を
掲げました。この10年間で私のところで13名が修士とな
りましたが、その内 9 名が社会人でしたので、少しは実
践者育成の役割は果たせたのかと思っています。
食教育については、子ども主体の食育に関することに着
目して活動してきましたが、小学生の時に私の食育活動に
参加した子が、食品栄養学科の平本ゼミに入り、卒研、修
論と実践研究を進めてくれたことが感慨深いです。また、
食生態学の基本枠組みである、食環境を含めた「生産から
食卓まで」の食育については、一般財団法人東京水産振興
会の支援を受けた「さかな丸ごと食育」（代表足立己幸）
の研究メンバーとして、教材や食育プログラム開発を行っ
てきました。これらの魚食育の研究や実践は、NPO 法人
食生態学実践フォーラムのメンバーとして、今後も続ける
予定です。
最後になりましたが、専門の調理教育ではまだ研究課題
が山積みです。食生態学の観点から、身近に提供される野
菜を食卓に取り入れるメカニズムについて、仙台に赴任し
たときからの研究テーマですが、まだ研究は途上です。ま
た、食品栄養学科の調理系実習担当教員 3 名で開発した
「科目縦断食事づくり力育成ポートフォリオ」も評価検証
はこれからです。
